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及お
い
か
わ川　

正ま
さ
や也

（
毎
日
新
聞
専
門
編
集
委
員
）

「
M
A
G
A
」派
の
反
乱

ト
ラ
ン
プ
政
権
を
痛
撃

2
州
知
事
選
の
敗
北
痛
手

　

ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
と
、
岩
盤
支
持
層
で
あ
る
「
M
A
G
A
」
派

と
の
確
執
が
深
ま
っ
て
い
る
。移
民
政
策
で
の
迷
走
、エ
プ
ス
テ
ィ
ー

ン
・
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
対
応
へ
の
不
首
尾
、
2
州
知
事
選
で
の
敗
北
、

側
近
議
員
と
の
決
別
…
…
。
次
々
と
湧
き
出
る
問
題
で
こ
と
ご
と
く

対
立
を
重
ね
、
相
互
不
信
が
高
ま
っ
て
い
る
。「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」

の
ツ
ケ
が
回
り
、
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
陥
る
リ
ス
ク
が
増
大
す

る
。
支
持
率
も
「
危
険
水
域
」
と
さ
れ
る
3
割
台
に
落
ち
込
み
、
来

年
11
月
中
間
選
挙
を
危
ぶ
む
声
も
出
始
め
た
。
苦
境
の
年
末
年
始
と

な
り
そ
う
だ
。

側
近
グ
リ
ー
ン
氏
に
「
絶
縁
宣
言
」

　
「
偉
大
な
る
州
・
ジ
ョ
ー
ジ
ア
選
出
の
『
下
院
議
員
』
マ
ー
ジ
ョ

リ
ー
・
テ
イ
ラ
ー
・
グ
リ
ー
ン
氏
へ
の
支
持
と
推
薦
を
撤
回
す
る
」。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
11
月
14
日
、
自
身
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
ト
ゥ

ル
ー
ス
・
ソ
ー
シ
ャ
ル
」
に
こ
う
書
き
込
み
、「
盟
友
」
で
あ
る
共

和
党
の
グ
リ
ー
ン
下
院
議
員
に
対
し
て
「
絶
縁
」
を
宣
言
し
た
。

第２期トランプ政権

定点
観測
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ト
ラ
ン
プ
氏
の
熱
心
な
支
持
層
「
M
A
G
A
（
マ
ガ
＝
米
国
を
再

び
偉
大
に
）」
派
の
代
表
的
な
議
員
と
し
て
知
ら
れ
る
グ
リ
ー
ン
氏

だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
グ
リ
ー
ン
氏
を
「
極
左
」
と
非
難
し
、「
文

句
ば
か
り
言
っ
て
い
る
」
と
切
り
捨
て
た
。

　

グ
リ
ー
ン
氏
は
2
0
2
0
年
下
院
選
で
初
当
選
し
、現
在
3
期
目
。

極
右
の
陰
謀
論
者
で
知
ら
れ
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
熱
烈
な
支
持
者
だ
っ

た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
が
民
主
党
の
バ
イ
デ
ン
前
副
大
統
領
（
当
時
）
に

敗
北
し
た
大
統
領
選
（
2
0
2
0
年
）
で
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
主
張

し
た
「
不
正
選
挙
」
を
支
持
し
、
結
果
を
覆
そ
う
と
す
る
言
動
を
繰

り
返
し
た
。「T

rum
p w
as right about everything

（
ト
ラ
ン

プ
は
全
て
に
お
い
て
正
し
か
っ
た
）」
と
書
か
れ
た
赤
い
帽
子
を
か

ぶ
っ
て
連
邦
議
会
に
登
院
し
た
こ
と
も
あ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
氏
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
「
絶
縁
宣
言
」
に
対
し
て
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
「
X
」
に
投
稿
し
、「
私
を
攻
撃
し
、
私
に
つ
い

て
嘘
を
つ
い
た
」
と
反
論
。「
私
は
、
多
額
の
私
費
を
投
じ
て
ト
ラ

ン
プ
氏
を
支
持
し
て
き
た
。
ほ
ぼ
す
べ
て
の
共
和
党
員
が
彼
に
背
を

向
け
、
非
難
し
た
と
き
で
さ
え
、
私
は
彼
の
た
め
に
懸
命
に
戦
っ
て

き
た
」
と
指
摘
し
つ
つ
、
だ
が
、「
私
は
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
を

崇
拝
し
た
り
、
仕
え
た
り
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
記
し
、
譲

歩
し
な
い
考
え
を
強
調
し
た
。
決
裂
は
決
定
的
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　

直
接
の
原
因
は
、
少
女
ら
へ
の
性
的
虐
待
罪
な
ど
で
起
訴
さ
れ
、

勾
留
中
に
死
亡
し
た
富
豪
ジ
ェ
フ
リ
ー
・
エ
プ
ス
テ
ィ
ー
ン
氏
に
関

す
る
調
査
問
題
だ
。

ＭＡＧＡ「盟友」の絶縁

グリーン下院議員 トランプ米大統領

グリーン氏のインスタグラムから ホワイトハウス提供

グリーン氏への支持
と推薦を撤回する

トランプ氏の施策は
「米国第一」ではない
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こ
れ
ま
で
に
、
民
主
党
の
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
元
大
統
領
や
共
和

党
の
ト
ラ
ン
プ
氏
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
っ
て
い
る
。
共

和
党
の
「
M
A
G
A
」
派
は
ク
リ
ン
ト
ン
氏
ら
と
の
関
係
を
追
及
す

る
構
え
で
い
る
一
方
、
民
主
党
は
ト
ラ
ン
プ
氏
と
の
接
点
を
暴
こ
う

と
し
て
泥
仕
合
の
様
相
に
あ
る
。
グ
リ
ー
ン
氏
は
「
M
A
G
A
」
派

を
代
弁
す
る
形
で
未
公
開
フ
ァ
イ
ル
の
公
表
を
求
め
て
き
た
。

確
執
繰
り
返
し
た
末
に

　

し
か
し
、
対
立
の
発
端
は
今
年
5
月
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
。

　

グ
リ
ー
ン
氏
は
来
年
11
月
中
間
選
挙
で
下
院
か
ら
上
院
（
ジ
ョ
ー

ジ
ア
州
）
へ
の
く
ら
替
え
を
狙
っ
て
い
た
が
、
世
論
調
査
で
は
、
民

主
党
で
現
職
の
ジ
ョ
ン
・
オ
ソ
フ
氏
に
支
持
率
で
後
れ
を
取
り
、
勝

算
が
低
い
と
み
ら
れ
て
い
た
。
上
院
で
過
半
数
を
維
持
し
た
い
共
和

党
は
南
部
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
を
最
重
点
区
に
位
置
付
け
て
お
り
、
グ

リ
ー
ン
氏
の
出
馬
に
難
色
を
示
し
、
と
り
わ
け
慎
重
だ
っ
た
ト
ラ
ン

プ
氏
が
「
落
選
確
実
」
の
内
容
を
示
す
世
論
調
査
を
委
託
し
た
と
も

報
じ
ら
れ
、
亀
裂
が
入
っ
た
。

　

6
月
に
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
命
令
し
た
イ
ラ
ン
核
施
設
へ
の
攻
撃

を
グ
リ
ー
ン
氏
が
批
判
。
不
干
渉
政
策
を
支
持
す
る
「
M
A
G
A
」

派
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
、「
2
0
2
4
年
大
統
領
選
で
ト
ラ
ン
プ
氏

を
支
持
し
た
有
権
者
は
外
国
の
こ
と
で
は
な
く
国
内
問
題
の
解
決
に

期
待
し
た
」
な
ど
と
「
米
国
第
一
」
に
徹
す
る
よ
う
要
求
し
た
。

　

最
近
で
は
、
リ
ベ
ラ
ル
メ
デ
ィ
ア
に
も
登
場
し
、
ト
ラ
ン
プ
氏
に

近
い
マ
イ
ク
・
ジ
ョ
ン
ソ
ン
下
院
議
長
を
痛
烈
に
批
判
し
た
こ
と
で
、

反
ト
ラ
ン
プ
陣
営
か
ら
「
グ
リ
ー
ン
氏
は
理
性
的
に
な
っ
た
」
と
評

価
さ
れ
る
皮
肉
な
事
態
に
な
っ
て
い
た
。

エ
プ
ス
テ
ィ
ー
ン
問
題
追
及
が
ダ
メ
押
し

　

グ
リ
ー
ン
氏
が
取
り
組
む
エ
プ
ス
テ
ィ
ー
ン
問
題
で
は
、「
口
封

じ
の
た
め
に
暗
殺
さ
れ
た
」
な
ど
の
陰
謀
論
が
渦
巻
き
、
陰
謀
論
を

広
め
る
「
Q
ア
ノ
ン
」
や
、「
デ
ィ
ー
プ
・
ス
テ
ー
ト
（
影
の
国
家
）」

を
信
用
す
る
熱
狂
的
な
「
M
A
G
A
」
派
が
執
着
す
る
絶
好
の
政
界

ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
に
な
っ
て
い
る
。
ト
ラ
ン
プ
氏
と
エ
プ
ス
テ
ィ
ー
ン

氏
が
一
緒
に
映
っ
て
い
る
写
真
が
い
く
つ
も
見
付
か
り
、
親
交
が

あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
が
な
い
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
か
な
り
以
前
か
ら

疎
遠
に
な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。

　

11
月
12
日
に
は
下
院
監
視
・
政
府
改
革
委
員
会
の
民
主
党
議
員
が
、

エ
プ
ス
テ
ィ
ー
ン
氏
が
生
前
の
2
0
1
1
年
に
側
近
に
送
っ
た
メ
ー

ル
を
新
た
に
公
開
し
た
。
こ
こ
に
は
、
エ
プ
ス
テ
ィ
ー
ン
氏
の
自
宅

で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
被
害
女
性
と
「
数
時
間
一
緒
に
過
ご
し
た
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
共
和
党
に
よ
る
と
、
こ
の
女
性
は
事
件
に
関
す
る
回

顧
録
を
出
版
し
て
い
る
が
、
今
年
4
月
に
自
殺
し
た
。

　

ま
た
、
別
の
知
人
に
宛
て
た
2
0
1
9
年
の
メ
ー
ル
で
は
、「（
ト

ラ
ン
プ
氏
は
）
も
ち
ろ
ん
少
女
た
ち
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
」
と
も

記
さ
れ
て
い
る
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
エ
プ
ス
テ
ィ
ー
ン
氏
と
過
去
に
交
友
関
係
に
あ
っ
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た
こ
と
を
認
め
て
い
る
が
、
事
件
発
覚
前
に
関
係
を
絶
っ
た
と
し
、

不
正
行
為
に
つ
い
て
も
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　

一
方
、
監
視
・
政
府
改
革
委
の
ロ
バ
ー
ト
・
ガ
ル
シ
ア
筆
頭
理
事

（
民
主
党
）
は
声
明
で
、
こ
れ
ら
の
メ
ー
ル
が
「
大
統
領
と
エ
プ
ス

テ
ィ
ー
ン
氏
の
関
係
に
つ
い
て
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
何
か
を
隠
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
」
と
主
張
し
て

い
る
。

　

こ
れ
に
対
抗
す
る
か
の
よ
う
に
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は
11
月
14
日
、
司

法
省
に
対
し
、
エ
プ
ス
テ
ィ
ー
ン
氏
と
民
主
党
関
係
の
著
名
人
ら
と

の
つ
な
が
り
を
調
査
す
る
よ
う
要
請
し
た
。
対
象
と
な
る
著
名
人
に

は
、
2
0
0
0
年
代
初
め
に
親
交
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
ク
リ
ン
ト
ン

元
大
統
領
ら
が
含
ま
れ
る
と
い
う
。

共
和
党
内
で
も
不
評
買
う

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
「
エ
プ
ス
テ
ィ
ー
ン
氏

は
民
主
党
支
持
者
だ
っ
た
。
共
和
党
の
問
題
で
は
な
く
、
民
主
党
の

問
題
だ
」
と
指
摘
し
た
。
さ
ら
に
、「
民
主
党
が
連
邦
政
府
機
関
の

一
部
閉
鎖
を
め
ぐ
る
失
態
か
ら
注
意
を
そ
ら
す
た
め
に
エ
プ
ス

テ
ィ
ー
ン
の
で
っ
ち
上
げ
を
持
ち
出
し
て
い
る
」
と
訴
え
、「
時
間

の
浪
費
だ
」
と
反
論
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
ロ
イ
タ
ー
通
信
の
世
論
調
査
に
よ
る
と
、
共
和
党
支
持

者
の
中
で
ト
ラ
ン
プ
氏
の
政
権
運
営
に
肯
定
的
な
見
方
は
9
割
に
達

す
る
も
の
の
、
エ
プ
ス
テ
ィ
ー
ン
問
題
へ
の
対
応
を
評
価
す
る
声
は

4
割
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、「
M
A
G
A
」
派
の
突
き
上
げ
を
か
わ

し
切
れ
て
い
な
い
現
状
が
浮
か
び
上
が
る
。

　

就
任
か
ら
10
カ
月
を
経
て
、
当
初
の
勢
い
に
も
疲
れ
が
見
え
始
め

て
い
る
。
そ
れ
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
最
近
の
支
持
率
の
急

落
だ
。

支
持
率
３
割
台
の
衝
撃

　

米
選
挙
調
査
メ
デ
ィ
ア
「
リ
ア
ル
・
ク
リ
ア
・
ポ
リ
テ
ィ
ク
ス
」

の
各
社
世
論
調
査
集
計
（
平
均
値
）
に
よ
る
と
、
今
夏
以
降
の
3
カ

月
で
支
持
は
45
・
6
％
（
8
月
14
日
時
点
）
か
ら
42
・
3
％
（
11
月

14
日
時
点
）
に
低
下
し
た
。
一
方
、
不
支
持
は
51
・
5
％
か
ら
54
・

7
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
2
期
目
で
は
最
悪
だ
。

　

直
近
の
主
要
メ
デ
ィ
ア
の
世
論
調
査
で
は
、
支
持
率
が
4
割
を
下

回
る
結
果
も
出
て
い
る
。
C
N
N
（
10
月
27
日
～
30
日
）
で
は
支
持

37
％
、不
支
持
63
％
▽
A
P
（
11
月
6
日
～
10
日
）
で
は
支
持
36
％
、

不
支
持
62
％
▽
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
／
ユ
ー
ガ
ブ
（
11
月
7
日
～
10
日
）

で
は
支
持
39
％
、
不
支
持
56
％
─
─
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。

　

専
門
家
ら
は
「
共
和
党
支
持
層
と
非
大
卒
白
人
の
間
の
高
い
支
持

が
こ
れ
ま
で
『
40
％
割
れ
』
を
防
い
で
き
た
が
、
コ
ア
層
に
も
不
支

持
が
じ
わ
り
と
広
が
っ
て
い
る
」
と
見
て
い
る
。

　

と
く
に
支
持
率
の
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
の
が
、「
経
済
」
だ
。

A
P
通
信
の
11
月
の
調
査
に
よ
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
氏
の
経
済
政
策
へ

の
支
持
は
前
月
10
月
の
36
％
か
ら
33
％
に
低
下
し
、
不
支
持
は
62
％
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か
ら
67
％
に
上
昇
し
た
。
33
％
は
1
期
目
を
含
め
て
も
ト
ラ
ン
プ
政

権
で
最
悪
の
数
字
で
、
不
人
気
ぶ
り
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
。

　

熱
狂
的
な
支
持
層
で
あ
る
「
M
A
G
A
」
派
に
も
不
満
が
拡
大
し

て
い
る
と
す
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
は
大
打
撃
と
な
る
が
、
実
際

に
米
国
の
政
財
界
に
は
不
穏
な
空
気
が
漂
っ
て
い
る
と
い
う
。

ト
ラ
ン
プ
関
税
と
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
危
機

　
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
の
影
響
は
必
ず
出
て
く
る
。
お
そ
ら
く
来
年
前

半
に
は
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
経
済
の
停
滞
と
物
価
の
上
昇
が
同

時
に
起
こ
る
状
態
）
に
陥
る
だ
ろ
う
」

　

米
国
で
は
あ
ち
こ
ち
で
こ
う
さ
さ
や
か
れ
て
い
る
と
い
う
。
今
春

か
ら
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
各
国
に
か
け
て
い
る
高
関
税
の
影
響
は
い
ず

れ
消
費
者
に
ツ
ケ
が
回
る
と
さ
れ
て
い
た
。
関
税
は
企
業
が
国
に
納

め
る
仕
組
み
で
、
当
初
は
企
業
努
力
な
ど
で
上
昇
分
を
吸
収
し
て
き

た
面
も
あ
っ
た
が
、
そ
れ
も
限
界
に
達
す
れ
ば
物
価
が
上
昇
す
る
の

は
目
に
見
え
て
い
た
。

　

10
月
下
旬
に
発
表
さ
れ
た
消
費
者
物
価
指
数
（
C
P
I
）
に
よ
る

と
、
米
国
の
９
月
の
イ
ン
フ
レ
率
は
3
％
に
達
し
、
今
年
1
月
以
来

の
上
昇
と
な
っ
た
。
押
し
上
げ
の
要
因
と
な
っ
て
い
る
の
が
ト
ラ
ン

プ
政
権
の
関
税
政
策
だ
。と
り
わ
け
打
撃
を
被
っ
た
の
が
食
料
品
で
、

昨
年
同
月
比
で
牛
肉
は
14
％
以
上
値
上
が
り
し
、
コ
ー
ヒ
ー
は
19
％

近
く
急
騰
し
た
。
今
後
、
大
手
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
多
く
の

企
業
が
関
税
コ
ス
ト
を
販
売
価
格
に
転
嫁
す
る
と
表
明
し
て
い
る
。

トランプ米大統領の支持率推移
（リアル・クリア・ポリティクスから）
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一
方
、
米
国
の
失
業
率
は
今
年
8
月
時
点
で
4
・
3
％
と
、

2
0
2
1
年
10
月
以
来
の
高
い
水
準
と
な
っ
た
。
失
業
者
数
は
14
・

8
万
人
増
の
7
3
8
・
4
万
人
と
な
っ
た
。
失
業
率
は
じ
わ
じ
わ
と

上
昇
し
て
お
り
、
労
働
市
場
の
減
速
を
示
唆
し
て
い
る
。
政
府
機
関

閉
鎖
の
影
響
で
公
表
が
先
送
り
さ
れ
て
い
た
9
月
の
失
業
率
は
11
月

20
日
に
明
ら
か
に
さ
れ
る
予
定
だ
。
一
方
、
10
月
の
失
業
率
は
政
府

機
関
閉
鎖
に
伴
う
デ
ー
タ
の
未
収
集
に
よ
り
発
表
さ
れ
な
い
見
込
み

と
い
う
が
、
米
シ
カ
ゴ
地
区
連
銀
の
推
計
で
は
4
・
4
％
と
の
見
通

し
を
示
し
て
い
る
。

　

米
中
央
銀
行
の
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
（
F
R
B
）
は
通
常
、
物

価
を
安
定
さ
せ
た
い
場
合
に
金
利
を
引
き
上
げ
、
雇
用
を
安
定
さ
せ

る
た
め
に
は
金
利
を
引
き
下
げ
る
。
現
状
は
、
物
価
上
昇
と
失
業
者

増
加
の
両
方
の
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。
そ
こ
で
さ
さ
や
か
れ
て
い

る
の
が
、
中
東
戦
争
に
伴
う
石
油
危
機
が
も
た
ら
し
た
1
9
7
0
年

代
の
「
悪
夢
」
で
あ
る
ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
再
来
だ
。
原
油
価

格
の
高
騰
で
イ
ン
フ
レ
が
加
速
す
る
と
同
時
に
消
費
者
の
支
出
抑
制

で
失
業
率
が
上
昇
し
た
。

連
邦
最
高
裁
、「
関
税
配
当
」
も
リ
ス
ク
に

　

専
門
家
ら
は
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
二
つ
の
政
策
が
ス
タ
グ
フ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
リ
ス
ク
の
要
因
に
な
っ
て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。

　

一
つ
は
、
こ
れ
ま
で
説
明
し
て
き
た
通
り
イ
ン
フ
レ
だ
が
、

F
R
B
の
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
パ
ウ
エ
ル
議
長
は
今
年
8
月
の
ジ
ャ
ク
ソ

ン
ホ
ー
ル
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
の
講
演
で
「
関
税
の
引
き
上
げ
に
よ

り
、
一
部
の
商
品
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
価
格
が
上
昇
し
始
め
て
い
る
」
と

述
べ
、「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」
の
影
響
が
消
費
者
に
し
わ
寄
せ
さ
れ
、

負
担
と
な
っ
て
い
る
状
況
を
認
め
た
。

　
「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」
を
巡
っ
て
は
さ
ら
に
二
つ
の
リ
ス
ク
が
あ
る
。

　

第
一
に
、「
ト
ラ
ン
プ
関
税
」
の
合
憲
性
・
違
憲
性
を
連
邦
最
高

裁
が
審
理
し
て
い
る
こ
と
だ
。
最
高
裁
は
11
月
5
日
、
ト
ラ
ン
プ
政

権
が
国
際
緊
急
経
済
権
限
法
（
I
E
E
P
A
）
に
基
づ
い
て
発
動
し

た
「
相
互
関
税
」
を
巡
る
口
頭
弁
論
を
開
い
た
が
、
保
守
派
を
含
め

た
多
く
の
最
高
裁
判
事
が
正
当
性
に
懐
疑
的
な
見
方
を
示
し
た
。
年

内
に
判
断
を
示
す
方
針
と
さ
れ
る
が
、
一
部
で
あ
れ
違
憲
が
指
摘
さ

れ
れ
ば
、
そ
の
分
の
関
税
の
払
い
戻
し
が
必
要
に
な
る
。

　

第
一
生
命
経
済
研
究
所
に
よ
る
と
、
今
年
1
〜
9
月
の
関
税
収
入

は
1
7
9
6
億
㌦
（
約
27
兆
円
）
に
達
し
て
お
り
、
通
年
の
関
税
収

入
は
約
2
7
0
0
億
㌦
（
約
41
兆
円
）
に
上
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ

の
う
ち
、
6
割
程
度
が
I
E
E
P
A
に
基
づ
く
関
税
収
入
と
み
ら
れ

て
お
り
、全
額
を
還
付
す
る
場
合
に
は
1
6
0
0
億
㌦
（
約
24
兆
円
）

程
度
に
な
る
計
算
だ
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
は
違
憲
判
断
が
下
さ
れ
た
場

合
に
備
え
、
早
く
も
代
替
案
を
検
討
し
て
い
る
と
い
い
、
実
際
に
は

高
関
税
政
策
が
続
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

第
二
に
、か
ね
て
公
約
し
て
き
た
「
関
税
配
当
」
な
る
給
付
金
だ
。

ト
ラ
ン
プ
氏
は
11
月
14
日
、「
関
税
か
ら
多
く
の
資
金
を
得
て
お
り
、

配
当
を
出
す
」
と
述
べ
、
関
税
収
入
を
原
資
と
し
て
国
民
一
人
最
低
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2
0
0
0
㌦
（
約
30
万
円
）
を
2
0
2
6
年
中
に
支
給
す
る
意
向
を

示
し
た
。
ト
ラ
ン
プ
氏
の
経
済
政
策
へ
の
批
判
が
高
ま
る
中
、
バ
ラ

マ
キ
で
支
持
を
取
り
戻
し
た
い
狙
い
も
あ
る
の
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
ら
は
、
財
政
赤
字
を
拡
大
さ
せ
、
物
価
を

押
し
上
げ
る
要
因
に
な
る
と
懐
疑
的
で
、
議
会
の
承
認
を
得
ら
れ
る

か
ど
う
か
も
不
透
明
だ
。

移
民
取
り
締
ま
り
も
足
か
せ

　

ス
タ
グ
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
リ
ス
ク
の
も
う
一
つ
の
要
因
は
、
ト
ラ

ン
プ
政
権
が
進
め
る
強
硬
な
移
民
取
り
締
ま
り
政
策
だ
。

　

エ
コ
ノ
ミ
ス
ト
ら
に
よ
れ
ば
、
移
民
が
多
い
現
場
で
労
働
者
数
が

減
少
し
、
経
営
者
の
雇
用
コ
ス
ト
が
上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
も
パ
ウ
エ
ル
議
長
は
8
月
の
講
演
で
「
労
働
市
場
は
均
衡
し
て
い

る
よ
う
に
見
え
る
が
、
そ
れ
は
労
働
力
の
供
給
と
需
要
の
両
方
が
著

し
く
減
速
し
た
結
果
生
じ
た
奇
妙
な
均
衡
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
現
状
に
慌
て
た
の
か
、
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
移
民
政
策
は

表
向
き
強
硬
姿
勢
を
貫
き
な
が
ら
、迷
走
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る
。

　

一
方
で
移
民
を
削
減
し
て
労
働
力
を
減
ら
し
な
が
ら
、
一
方
で
労

働
力
を
要
す
る
製
造
業
の
復
活
や
投
資
の
増
大
を
う
た
う
と
い
う
矛

盾
し
た
政
策
を
同
時
並
行
で
進
め
て
い
る
か
ら
だ
。
と
り
わ
け
、
宿

泊
業
、
建
設
業
、
農
業
、
製
造
業
で
は
移
民
の
労
働
力
が
不
可
欠
な

だ
け
に
、
経
営
者
に
も
不
満
が
募
り
、
結
果
的
に
米
経
済
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
る
。

「トランプ関税」でも暮らしはよくなっていない
・物価上昇、失業率悪化でスタグフレーションの懸念
・「関税配当」提唱も実現は不透明

クリントン元大統領やトランプ氏との交友疑惑
・捜査資料の全面開示を
・「口封じ」での暗殺など陰謀論を支持

停戦交渉への肩入れ、高度技術者の受け入れ
・海外紛争への介入は「米国第一」ではない
・米国内の「優秀な人材」を否定している

ＭＡＧＡの反乱ＭＡＧＡを破壊している
のはトランプ氏だ！

経済

エプス
ティーン
問題

外交/移民
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矛
盾
を
露
呈
さ
せ
た
の
が
、
9
月
4
日
に
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
現
代

自
動
車
と
L
G
エ
ナ
ジ
ー
・
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
合
弁
電
池
工
場
で

行
わ
れ
た
摘
発
だ
。
韓
国
と
ジ
ョ
ー
ジ
ア
州
の
双
方
に
と
っ
て
重
要

な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
っ
た
が
、
約
5
0
0
人
が
拘
束
さ
れ
、
多
く
の

韓
国
人
技
術
者
が
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
で
韓
国
内
の
反
発
を
買
っ

た
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
「
外
国
や
外
国
企
業
に
よ
る
対
米
投
資
を
追
い
払

う
つ
も
り
は
な
い
」
な
ど
と
釈
明
し
、
ラ
ン
ド
ー
国
務
副
長
官
が
訪

韓
し
て
説
明
す
る
事
態
に
ま
で
発
展
し
た
。

技
術
者
ビ
ザ
巡
る
迷
走

　

一
方
、
9
月
19
日
に
は
、
高
度
専
門
職
向
け
の
就
労
ビ
ザ
（
査
証
）

「
H
1
B
ビ
ザ
」
の
申
請
に
10
万
㌦
（
約
1
5
4
0
万
円
）
の
手
数

料
を
課
す
と
い
う
新
た
な
方
針
を
発
表
し
、混
乱
に
拍
車
を
か
け
た
。

優
秀
な
外
国
人
人
材
が
確
保
で
き
る
と
い
う
理
屈
だ
っ
た
が
、

H
1
B
ビ
ザ
を
取
得
し
た
外
国
か
ら
の
就
労
者
は
ア
マ
ゾ
ン
や
マ
イ

ク
ロ
ソ
フ
ト
、
グ
ー
グ
ル
な
ど
の
世
界
的
な
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
企
業
で

活
躍
し
て
お
り
、
企
業
側
に
激
震
が
走
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な

い
。

　

そ
の
H
1
B
ビ
ザ
を
巡
っ
て
は
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
11
月
11
日
に
放

映
さ
れ
た
F
O
X
ニ
ュ
ー
ス
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
米
国
に
は
必
要

と
さ
れ
る
優
秀
な
人
材
が
「
い
な
い
」
か
ら
必
要
だ
と
述
べ
、
火
に

油
を
注
い
だ
。

　

こ
れ
に
か
み
つ
い
た
の
が
、「
M
A
G
A
」派
だ
っ
た
。イ
ン
タ
ビ
ュ

ア
ー
を
務
め
た
保
守
派
の
論
客
で
あ
る
ロ
ー
ラ
・
イ
ン
グ
ラ
ム
氏
は

ト
ラ
ン
プ
氏
に
「
米
国
に
は
有
能
な
人
材
が
い
る
」
と
強
調
し
、ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
は
「
M
A
G
A
」
派
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
た

ち
が
「
ト
ラ
ン
プ
が
M
A
G
A
を
破
壊
し
た
」
と
相
次
い
で
非
難
す

る
展
開
と
な
っ
た
。

　

不
満
に
さ
ら
に
拍
車
を
か
け
た
の
が
、
11
月
4
日
に
投
開
票
さ
れ

た
米
南
部
バ
ー
ジ
ニ
ア
州
と
東
部
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の
知
事
選

で
野
党
・
民
主
党
が
予
想
以
上
の
勝
利
を
収
め
た
こ
と
だ
っ
た
。

　

バ
ー
ジ
ニ
ア
州
は
元
米
中
央
情
報
局
（
C
I
A
）
職
員
の
ス
パ
ン

バ
ー
ガ
ー
前
下
院
議
員
が
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
は
海
軍
ヘ
リ
の

パ
イ
ロ
ッ
ト
を
務
め
た
経
歴
を
持
つ
シ
ェ
リ
ル
下
院
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
当
選
し
た
。
と
も
に
イ
ン
フ
レ
対
策
な
ど
国
民
の
生
活
に
直
結
す

る
経
済
政
策
を
前
面
に
押
し
出
し
、
共
和
党
候
補
を
破
っ
た
。

２
州
知
事
選
で
「
ト
ラ
ン
プ
離
れ
」

　

C
N
N
の
出
口
調
査
に
よ
る
と
、
ト
ラ
ン
プ
氏
へ
の
反
対
が
投
票

理
由
の
一
つ
と
答
え
た
投
票
者
が
両
州
と
も
4
割
近
く
お
り
、
経
済

へ
の
関
心
が
高
か
っ
た
。
そ
う
し
た
「
反
ト
ラ
ン
プ
層
」
を
民
主
党

候
補
が
取
り
込
ん
だ
形
だ
。

　

ト
ラ
ン
プ
氏
は
就
任
以
来
、
国
内
で
は
不
法
移
民
の
取
り
締
ま
り

を
強
化
す
る
一
方
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
と
イ
ス
ラ
ム
組
織
ハ
マ
ス
の
戦

闘
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
な
ど
の
海
外
紛
争
に
肩
入
れ
し
、
2
0
2
4
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年
大
統
領
選
で
公
約
し

た
国
内
問
題
の
解
決
を

お
ろ
そ
か
に
し
て
き
た

と
い
う
恨
み
が
、

「
M
A
G
A
」
派
に
は

あ
っ
た
。

　

2
0
2
4
年
大
統
領

選
で
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝

利
す
る
原
動
力
に
な
っ

た
の
が
、
30
歳
未
満
の

若
者
、
黒
人
、
中
南
米

系
（
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
）

の
票
だ
っ
た
。
従
来
は

民
主
党
を
支
持
す
る
層

だ
が
、
ト
ラ
ン
プ
氏
は

そ
の
一
角
を
突
き
崩

し
、
過
去
の
共
和
党
候

補
の
だ
れ
よ
り
も
多
く

の
票
を
こ
れ
ら
の
グ

ル
ー
プ
か
ら
獲
得
し

た
。

　

だ
が
、
今
回
の
2
州

の
知
事
選
の
出
口
調
査

か
ら
は
、
昨
年
の
「
ト
ラ
ン
プ
効
果
」
が
消
え
去
っ
て
い
た
、
と
リ

ベ
ラ
ル
系
雑
誌
「
ザ
・
ニ
ュ
ー
・
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
が
分
析
し
て
い

る
。

　

当
時
、
ト
ラ
ン
プ
氏
が
取
り
込
ん
だ
「
労
働
者
層
」
は
半
永
久
的

に
共
和
党
の
基
盤
に
な
る
、
と
の
見
方
も
あ
っ
た
が
、
2
0
2
4
年

大
統
領
選
も
今
回
の
2
州
知
事
選
も
現
職
大
統
領
へ
の
審
判
と
い
う

オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
投
票
行
動
だ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
解
説
が

聞
か
れ
る
。
そ
の
通
り
だ
と
す
れ
ば
、
支
持
率
低
迷
に
苦
し
む
ト
ラ

ン
プ
氏
が
苦
境
か
ら
脱
し
な
い
限
り
、
来
年
11
月
の
中
間
選
挙
で
は

共
和
党
が
苦
杯
を
な
め
る
可
能
性
が
大
き
く
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う

見
方
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
」
化
の
恐
れ
も

　

マ
ー
ジ
ョ
リ
ー
・
テ
イ
ラ
ー
・
グ
リ
ー
ン
氏
は
11
月
16
日
、

C
N
N
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
米
国
民
が
M
A
G
A
に
賛
同
し
た

の
は
国
民
を
最
優
先
に
す
る
運
動
だ
か
ら
だ
。
対
外
援
助
を
止
め
、

戦
争
に
介
入
し
な
い
か
ら
だ
。
高
す
ぎ
る
生
活
費
と
機
能
不
全
の
医

療
保
険
は
共
和
党
が
11
月
4
日
の
選
挙
で
大
敗
を
喫
す
る
ず
っ
と
前

か
ら
の
問
題
だ
っ
た
」
と
指
摘
す
る
一
方
、「
H
1
B
ビ
ザ
を
推
進

し
て
米
国
民
の
仕
事
を
奪
う
の
は
米
国
第
一
で
は
な
い
。（
ト
ラ
ン

プ
氏
が
）
世
界
中
を
飛
び
回
り
続
け
る
こ
と
は
米
国
人
の
何
の
助
け

に
も
な
ら
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

個
別
政
策
で
は
足
元
の
「
M
A
G
A
」
派
か
ら
の
批
判
は
強
ま
る
。
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　早稲田大学政治経済学部卒。1988年毎日新聞社入社。92
年政治部。首相官邸や自民党、新進党、民主党など90年代～
2000年代の政界再編を取材。防衛省や外務省を長く担当
し、東西冷戦後の日本の外交・安全保障政策を取材した。05
年ワシントン特派員。アフガニスタン・イラク戦争やオバマ氏
が勝利した08年大統領選を取材。政治部、経済部、外信部各
副部長を経て13年北米総局長。16年大統領選ではトランプ氏
を取材した。論説委員、論説副委員長を経て21年専門編集委
員。「琉球の星条旗」（講談社）の執筆と編集にあたった。
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日
本
政
府
内
に
は「『
M
A
G
A
』派
が
崩
壊
す
る
と
は
思
わ
な
い
が
、

経
済
の
失
速
が
明
確
に
な
り
、
自
分
た
ち
に
何
の
恩
恵
も
な
か
っ
た

と
な
れ
ば
、
ト
ラ
ン
プ
離
れ
が
加
速
す
る
恐
れ
が
あ
る
」
と
い
う
見

方
が
あ
る
。

　

来
年
に
な
れ
ば
中
間
選
挙
に
向
け
た
予
備
選
が
各
地
で
始
ま
り
、

米
国
は
「
政
治
の
季
節
」
に
な
る
。「
ポ
ス
ト
・
ト
ラ
ン
プ
」
の
競

争
も
激
し
く
な
る
だ
ろ
う
。「
レ
ー
ム
ダ
ッ
ク
化
」
を
避
け
る
た
め

の
戦
い
が
ト
ラ
ン
プ
氏
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
る
。


